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充実した、安全な夏休みを 
                  校 長  檜垣 盛喜 

 

 

 いよいよ子供たちが楽しみにしている夏休みが始まります。４２日間という長い休みになります

が、１日１日を大切に過ごし、充実した夏休みにしてほしいと思います。そのためには、計画を立

てることが大切になります。その際に参考にしてほしいのは、１学期の「あゆみ」です。「あゆみ」

には、４月からの成長したところや気を付けていきたいことが書かれています。１学期を振り返り、

何に取り組んでいくか具体的に決めていきましょう。また、計画の中に長い休みだからこそできる

ものも取り入れてほしいと思います。是非新たなことにもチャレンジしてみてください。 

 さて、今年の５月に行われた「子どもを育てる地域懇談会」という会の中で「子どもの携帯・ス

マホの利用実態」というテーマでお話しさせていただいたことがあります。昨今、携帯やスマホの

利用において、様々な問題が報道されています。相談するふりをしてなりすまし画像を送らせる、

ゲーム通貨ほしさに親のクレジットカードを無断使用する、グループＬＩＮＥによる仲間はずれ等、

たくさんあります。とても便利なものではありますが、危険を併せもつものです。 

 本校の実態を調べてみると、学年ごとの所持率は以下のようになりました。 

 １年生 ９５人中１６人  １７．８％ ４年生 ８５人中３２人  ３７．６％ 

 ２年生 ９８人中２６人  ２６．５％ ５年生 ８２人中５３人  ６４．６％ 

 ３年生 ８０人中３２人  ４０％   ６年生 １０８人中６２人 ５７．４％ 

 学年が上がるにつれて所持する率が高くなっている傾向があります。使用目的としては、電話、

メール、ゲーム、YouTube が多く挙げられていました。本校では、数年前から「ＳＮＳ大南小ルール」

をつくり、各家庭に配布をし、家庭でのルール作りを呼びかけてきたところではあるのですが、ア

ンケートによると、携帯・スマホの所持者の４０．２％が家庭でのルールがなく、自分で自由に使

えると回答していました。その中で、架空請求や迷惑メール、不審な電話の受理、グループＬＩＮ

Ｅのトラブル等、怖い思いや嫌な思いを経験していることも分かりました。 

 夏休みは、自分で使える時間がたくさんあるので、携帯・スマホを持っている子供たちが使用す

る時間も増えてくるかもしれません。携帯・スマホに関わるトラブルから子供たちを守るために、

各ご家庭において、改めて家庭ルールについて親子で話し合ってください。都や区のＳＮＳルール

には、「自画撮り画像は送らない。」ということも追加されたそうです。 

 携帯・スマホの使用について、アメリカのあるお母さんが息子にスマホを与えたときの手紙で「ス

マホ１８の約束」という手紙があります。平成２５年１月８日の東京新聞に掲載されたものです。

紙面の都合上、ここでは紹介できませんが、「スマホ１８の約束」で検索すると出てきますので、是

非読んでみてください。私たちに大切なことを教えてくれています。 

 携帯・スマホに限らず、夏休み中に心配しているのは子供たちの安全です。１学期中も全国各地

で子供たちが事件や事故に遭いました。十分に気を付けていても、予期せぬ事態に巻き込まれるこ

ともあります。自分自身の安全を守るために、自らが危険を予測し回避する能力を身に付けさせな

ければなりません。学校では、安全指導の時間に生活安全、交通安全、災害安全について、年間を

通して指導を行っております。ご家庭においても、様々な機会を通して、同様な指導をお願いでき

ればと思います。また、昨年のような猛烈な暑さへの対応もあるかもしれません。熱中症への対策

もよろしくお願いいたします。どうぞ、事故やケガのない安全な夏休みをお過ごしください。 

 最後になりましたが、１学期間、保護者や地域の皆様には、温かいご支援・ご協力を賜り感謝申

し上げます。２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 



                        夏休みの過ごし方について　　　生活指導部　　　　                                         　

　長い夏休み「こう・ゆう・すい・か」に気をつけて過ごしましょう。
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※　８月相談室は閉室します。

８月の行事予定

　『こう…交通事故』
○信号や標識を守り、交差点では飛び出さないようにします。
○道路の横断では、左右を確認して渡ります。
○自転車に乗るときはヘルメットを着用し、二人乗りや友達と道路に広がって乗りません。傘差し運転は禁止です。
○歩行するときは右側を、自転車は左側を通ります。
○夜間はライトを点灯します。

　『ゆう…誘拐・不審者』
◎「いかのおすし」で身を守ります。
○知らない人についていきません。
○他人の車に乗りません。
もし、不審者に遭遇したら・・・①大声を出す　②すぐ逃げる　③知らせる。

　『すい…水の事故』
○海、川、プールで泳ぐときは準備運動をします。
○川や池など子供だけで遊ばないようにします。

　『か…火の事故』
〇花火は、大人の人と一緒にやります。

☆公園のきまりや地域でのマナーを守らせるようにお願いします。（コブシ広場はサッカー禁止です）
☆夜間の無用な外出は、トラブルや犯罪に巻き込まれる可能性が高まります。お祭りなども同様です。十分にお気を
付けください。
☆子供の火遊び、お金の貸し借りなどから問題も生じています。ご指導、ご注意をお願いいたします。
☆何かありましたら、すぐに警察に通報し、学校にも連絡してください。健康に気をつけて楽しい夏休みをお過ごし
ください。

夏休みの水泳は学年ごとに時間が違いますので、夏休みの水泳カード等をご確認ください。 

校内研究「語彙を増やし、文章を読み取る力を育てる指導の工夫」          
                                   研究推進部  
 今年から、上記の研究主題を設定し、国語科を通して主題に迫っていきます。「表現の良さに気づき、読む楽し
さを味わって欲しい」「ことばに興味をもち、キーワードをとらえて、想像しながら読んで欲しい」「自分の思い
や考えを表現して欲しい」などの教師の願いのもと、研究は始まりました。動作化したり、役割読み（登場人物に
なって）したり、子供同士で説明し合ったりする場面を授業の中で積極的に作っていくことで、児童の読解力を育
てていきます。低学年・中学年・高学年の３つの分科会の中に専科も加わり、各低中高学年の３分科会で１回ずつ
計３回の研究授業を行っていきます。その中で、児童の読解力を育て、教員の授業力向上に努めていきます。既に
先日１２日に１年３組が授業を行い、低学年らしく物語を思い思いに動きながら読んだり、友達にインタビューし
たりする姿が見られました。今後とも、研究を通して、日頃から読書活動を習慣化させ、物語の読解力を育てる指
導の工夫を目指します。 
   
 

   
 

 
  
 
 

９／２（月）始業式、給食始 

９／３（火）５年保護者会 

９／４（水）２，６年保護者会 

９／１４（土）引き渡し訓練 

９／１７（火）４年保護者会 

９／２４（火）１，３年保護者会 

お知らせとお願い 
・給食費引き落とし 

 ８月１３日（火）【再：２７日（火）】に給食費の引き落としを行

います。口座の残高をご確認ください。金額については、４

月に配布しました「学校徴収金のお知らせ」をご覧ください。 
 

・通知票「あゆみ」 

 「あゆみ」は、表紙と成績部分に分かれています。表紙が

印刷してある「あゆみ」は、保護者印を押して学校にお戻しく

ださい。２・３学期も使用します。成績の部分に関しては、ご

家庭で保管ください。 
 

・学校休務日について 

 ８月１３日から１５日は、学校休務日とし、教員の出勤はあ

りません。お問い合わせ等は、１６日以降にお願いいたしま

す。  

 

・夏季休業期間中の留守番電話について 

 夏季休業日中の留守番電話の設定時間を営業日の午後


